





























































































































地 域 2012年 13 14 15 16
山梨県全体 100.0 108.5 109.7 115.0 117.2
富士北麓地域 100.0 114.6 118.4 128.5 133.4
富士山五合目 100.0 115.8 132.7 183.2 192.2
富士吉田・河口湖・三つ峠周辺 100.0 111.7 113.4 110.4 115.1
本栖湖・精進湖・西湖周辺 100.0 121.7 117.1 117.8 117.6













































区 分 施 設 名 事業主体 施設概要・特徴





























































2012年 13 14 15 16
山梨県全体 100.0 108.5 109.7 115.0 117.2
富士北麓地域 100.0 114.6 118.4 128.5 133.4
道の駅・富士吉田 100.0 107.5 114.6 117.2 115.8
富士山アリーナ 100.0 92.7 96.2 62.8 72.4
富士山レーダードーム館 100.0 101.4 90.5 78.6 73.0
（資料：山梨県観光統計，一般財）ふじよしだ観光振興サービスのデータ）
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区 分 2012年 13 14 15 16
北海道全体 100.0 147.5 188.0 246.3 254.0
ニセコ観光圏 100.0 120.7 139.2 179.6 176.6
ニセコ町 100.0 122.5 168.0 200.5 231.6
倶知安町 100.0 120.0 127.9 171.3 155.2




地域区分 季節区分 1990年 2005年 2016年
北海道
春 夏 69.0 65.6 64.1
秋 冬 31.0 34.4 35.9
ニセコ町
春 夏 42.2 55.9 46.5


































情報プラザ棟 ・観光案内，特産品等の販売 町 ・市町村振興補助事業（北海道）
・町一般財源
フリースペース棟
①直売コーナー ・農産物・農産加工品直売所 町 ・ビジネス緊急支援事業（農水省）
②ショップコーナー ・ファストフード店 ５店 ・町一般財源
ト イ レ 棟 ・トイレ，公衆電話，自動販売機 町 ・市町村振興補助事業（北海道）
・町一般財源


























































2010年 11 12 13 14 15 16
ニセコ観光圏入込客数 100.0 95.8 100.6 104.6 104.9 111.9 109.1
道の駅来場者数 100.0 105.1 83.5 87.0 87.5 96.8 87.0
（資料：北海道「観光入込調査報告書」，ニセコ町資料）
図表26「道の駅」来場者数と物販売上高の推移
2010年 11 12 13 14 15 16
来場者数(万人) 72.2 75.9 60.3 62.8 63.2 69.9 62.8
物販売上高（百万円) 288 300 324 341 374 392 410
（資料：ニセコ町資料）
図表27 ㈱ニセコリゾート観光協会の売上構成
項 目 2010年 11 12 13 14 15
旅行事業の売上割合（％） 40.8 38.0 34.2 23.8 28.3 16.8
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年度 2008年 09 10 11 12 13 14 15 16
千葉県宿泊客数 16,296 15,749 15,606 12,529 14,499 15,424 16,193 17,553 17,384
千葉県宿泊比率 11.0 10.4 9.9 9.4 9.3 9.3 9.7 10.1 9.8
安房地域宿泊客数 2,041 2,047 1,956 1,497 1,515 1,731 1,728 1,823 1,819
安房地域シェア 12.5 13.0 12.5 11.9 10.4 11.2 10.7 10.4 10.5
安房地域宿泊比率 18.6 16.7 16.0 15.1 15.5 15.4 16.0 16.0 15.6
南房総市宿泊客数 662 663 583 406 358 480 480 526 570
南房総市シェア 4.1 4.2 3.7 3.2 2.5 3.1 3.0 3.0 3.3





























区 分 施 設 名 事業主体 施 設 概 要 ・ 特 徴












その他 アイスクリーム工場 ちば南房総 ・びわソフトクリームの加工施設
加工施設，冷蔵庫 ちば南房総 ・びわ加工（一次処理），中間原材料の冷蔵保存
（資料：㈱ちば南房総「枇杷倶楽部プロジェクト」）



























































項 目 2010年 11 12 13 14 15 16
利用客数（人） 729,107 697,577 636,221 613,697 695,712 708,109 670,415
バス利用者数（人） 72,073 49,776 80,697 71,289 97,071 83,248 88,617
バス利用者比率（％） 9.9 7.1 12.7 11.6 14.0 11.8 13.2




























































































2006श 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16
































































年度 2009年 10 11 12 13 14 15 16
千葉県宿泊客数（千人） 15,749 15,606 12,529 14,499 15,424 16,193 17,553 17,384
夷隅地域宿泊客数（千人） 568 580 296 352 377 396 418 440
夷隅地域シェア（％） 3.6 3.7 2.4 2.4 2.4 2.4 2.4 2.5
大多喜町宿泊客数（千人） 31 32 38 43 38 33 42 38























写真7 建物外観 写真8 物産館の売り場
図表43 道の駅・たけゆらの里の施設構成と隣接施設
区 分 施 設 名 事業主体 施 設 概 要 ・ 特 徴










2012年 13 14 15 16
直売所レジ通過客数（人） 100.0 102.8 105.3 112.4 114.3
食堂食券発行枚数（枚） 100.0 108.6 107.3 91.1 97.5
（資料：㈲たけゆらの里おおたき）
4．地域の観光振興と「道の駅」
大多喜町は東京，千葉市方面から南房総の観光
地に至る国道297号線上に位置し，「城と渓谷の
町」をキャッチフレーズにしているように歴史や
自然の観光資源を有する。また，町内に5カ所の
ゴルフ場も存在する。しかし，町への入込観光客
数は減少傾向にあり，また最近の町人口の減少を
考えても町の活性化において観光振興は重要なテー
マである。
一方，当駅はその立地条件の良さや2014年に
就任した民間出身駅長の改革成果も徐々に表れて
おり，利用者数は増大傾向にある。しかし，利用
者の多くは外房，南房総エリアを目的地とする町
にとっては通過客であり，軽食利用や農産物等の
土産物販売の購入は期待できるものの，現状では
町の観光振興には必ずしも結び付いていない。
そこで当駅の運営会社は，現在，「道の駅」を
起点とする新たな観光事業の開発に取り組んでい
る。具体的には，運営会社が旅行業の登録を行い，
着地型の旅行を企画，募集し，町内への入込客の
増大と関連消費の拡大，同時に「道の駅」の売上
増にも結び付けようという計画だ。このような事
業で実績のある「道の駅・うつのみやろまんちっ
く村」（栃木県宇都宮市）の支援も受け，現在，
旅行業登録と町内の観光スポットの発掘を行って
いる。
ただ，「道の駅」が企画，運営する観光事業が
一朝一夕に軌道に乗るとは思えない。従来，「道
の駅」の物販店やレストランで働いていた職員が
観光事業に適性があるとは限らない。
また，現有スタッフに新たな業務を兼務するマ
ンアワー的な余裕もないだろう。そうなるとその
ための人材を育成するか，新たに採用するかにな
るが，適性を持つ経験者等を専任スタッフとして
採用するのが現実的だ。一方で安定的な誘客がで
き，事業として一定の売上を確保するまでには時
間が掛かるだろう。その間，辛抱強く新事業の育
成を行えるかは，「道の駅」の事業主体である町
が観光事業に本気で取り組む意思を持ち，町ぐる
みで取り組めるかに懸っていると言える。
Ⅳ．まとめ
いま地域の観光パンフレットに載る「道の駅」
が増えてきた。というのも「道の駅・あさひかわ」
（北海道旭川市）のように博物館や文学館を併設
しているケース，「道の駅・富弘美術館」（群馬県
みどり市），「道の駅・おがわまち」（埼玉県小川
町）のように美術館や伝統工芸館を中核とするケー
スなど「道の駅」自体が集客力のある観光資源を
主体に構成されている事例も少なくないからだ。
また，計画段階から体験，温泉・入浴，宿泊施設
などを集積させ，レジャー・観光施設として整備
される「道の駅」もある。
確かに，これらの「道の駅」に来れば，そこで
一日楽しめ，食事も土産物の購入もできるので手
軽なワンストップ観光が可能だ。複合施設型の
「道の駅」であれば雇用人数も多く，消費金額も
大きいため地域への経済波及効果も大きい。
しかし，どのような「道の駅」であれ，「道の
駅」を利用することで本来的な意味の観光，すな
わち「普段着の地域の暮らしや文化，歴史を体験
する」ことや「地域内外の人の交流による相互理
解」が可能とは思えない。諸施設を集積させた大
規模「道の駅」も箱物主義的な発想が強く，観光
客の地域理解や交流も表面的，限定的なものにな
らざるを得ないだろう。さらに，自治体の厳しい
財政事情では大型施設の更新投資はおろか維持管
理すら覚束なくなる懸念がある。
今後の観光振興は，施設型からソフト型への転
換が不可欠だ。「道の駅」においても観光施設と
して計画，整備するよりは，むしろ地域観光のゲー
トウェイ機能を強化する方向を目指したい。その
意味では，事例であげた「道の駅・ニセコニュー
プラザ」や「道の駅・とみうら枇杷倶楽部」，あ
るいは「道の駅・うつのみやろまんちっく村」型
の戦略が望ましい。また，同様に「道の駅」の運
営会社が独自に着地型オリジナル旅行商品を企画，
販売する「道の駅・花の駅千曲川」（長野県飯山
市）のように旅行商品の企画やタウンガイド，体
験教室の講師に地域の人たちの参加を仰ぎ「普段
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着の地域の暮らしや文化の体験」や「交流」を深
めてもらう方法も今後のあり方として非常に参考
になる（15）。
そして，これらの「道の駅」では観光と並行し
て地域特産品の開発，販売にも力を入れており，
その相乗効果で地域振興を進める点も共通する特
徴だ。それらは，国が地方創生戦略で育成を目指
す「地域商社」そのものであると言える。
（1） 富士山には「吉田ルート」「須走ルート」「御殿
場ルート」「富士宮ルート」の4つの登山道があ
る。環境省が登山道ごとに8合目に赤外線カウン
ターを設置して登山者数を調査している。同調査
によると，2016年度（7月1日～31日）の登山
者数合計は92,213人で，そのうち「吉田ルート」
が58,286人で63.2％を占める。
また，この登山口の起点が富士浅間神社（富士
山本宮浅間大社）である。同社は，富士山をご神
体として祀り，全国に約1,300社ある浅間神社の
総本社である。「富士山・信仰の対象と芸術の源
泉」の構成要素の一つとしてユネスコの世界文化
遺産に登録されている。
（2） 富士吉田市は織物が主要産業であるが，織物業
が盛んであった昭和初期には市内下吉田地区の半
数以上の家庭に織機が設置されていた。機織をす
る女性の昼食として食べられたのが饂飩で，作業
の手を止めずに食べれるよう男性が饂飩を打った
ためコシの強い饂飩になったと言われる。その後，
織物を買い付けに来る問屋などの昼食として饂飩
を出すようになり，それがご当地食として広まっ
ていった。
（3） 富士急行系列の㈱富士急ハイランドが運営する
人気遊園地で，「富士五湖国際スケートセンター」
の跡地に1964年に開設された。「FUJIYAMA」
「ド・ドドンパ」など大型のジェットコースター
をはじめ多くの ・絶叫マシン・が設置されている。
年間200万人前後の入場者がある。
（4） 富士山の登山者は登山ブームや世界遺産登録で
急増し，登山者のふん尿処理，ゴミ処理，混雑・
安全確保などの問題が深刻化した。その対応とし
て，これまで「携帯トイレの義務付け」（2008年
～・1年で中止），「環境に配慮したトイレの設置
と有料化」（2016年～），「入山料の徴収」などが
実施されてきた。その一環として，「御殿場ルー
ト」を除く3ルートで7月10日～9月10日まで
の期間はマイカーで五合目の登山口までの登るこ
とを規制する措置が実施されている。登山者は麓
の駐車場でシャトルバス，タクシーに乗り換えて
5合目へ向かうことになる。
（5）「富士山麓地域における観光行動の特徴 着
地からの旅行距離に着目して」杉本興運，小池拓
也（首都大学東京），地学雑誌 2015年
（6）①富士山アリーナは，屋内スポーツ・レクリエー
ション施設でフットサルやテニス利用が可能な
他，冬季はスケートリンクとして営業する。ま
た，室内遊園地事業を展開するユーエスマート
㈱が運営する「Kid・sUSLAND」がテナン
ト入店しており，ボールプール，トランポリン，
卓球，釣堀などの施設がある。
②ふじさんミュージアムは，2000分の1の富士
山の模型に投影されるプロジェクションマッピ
ングや富士山信仰に関する資料，富士吉田市の
歴史・民俗などが展示される。
③富士山レーダーは，富士山頂に設置され台風な
ど気象観測施設として活用された。その機能が
「ひまわり衛星（5号）」に代替されたため2001
年に富士吉田市に移設され，2004年から体験
学習施設・富士山レーダードーム館として一般
公開されている。
（7）「道の駅」利用者数は，物産館の年間売上高を
別途調査による平均客単価（390円）で除して算
出している。
（8） ニセコ町の外国人居住者数（住民基本台帳ベー
ス）は，過去10年で約10倍に増大し，2016年
（3月末）には226人となっている。また，12月
から2月の冬季には外国人観光客に対応するため
の就業者が増え外国居住者数は約400人となる。
（9） 直売所は「道の駅」開設時（1997年）から営
業しているが，当初は町に依頼された7人の農家
が出荷し，簡易施設での無人販売であった。現在，
店舗は職員2名，パート5名で運営されているが，
出荷組合員は当番制で月に1～2回，店頭で商品
説明や販売業務を担当することが義務付けられて
いる。2005年から町と NTTが共同開発したレ
ジと連動した店頭在庫の自動確認システム「これ
だすシステム」が導入され，商品補充による販売
機会ロスの低減が進んだ。当地は気象条件により
冬季は出荷品がなくなるため，出荷期間中の機会
ロス低減は大きな経営課題であった。
（10） 利用者数は駐車場の利用台数を基に推定してい
る。各1台当たり観光バス（大型＝40人，中型＝
20人），乗用車＝2.5人として算定。ただし，夏
季の週末等は駐車場が不足するため，道路向いの
臨時駐車場に誘導する。臨時駐車場まではやや距
離があるため駐車台数はカウントされていない。
「道の駅」の建物は建設から約20年が経過して
おり，現位置での建替え再整備が答申されている
が財政的な制約もあり現実的な動きにはなってい
ない。
札幌あるいは千歳空港からニセコ町までの経路
上に6ケ所の「道の駅」が整備されている。
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《注》
（11） 特産の「房州びわ」は，出荷規格品は「道の駅」
店頭で販売するほか，卸，インターネット販売さ
れる。生産量の25～30％の割合で発生する規格
外品は，その程度により自社加工所で半割，スラ
イス，ピューレに下処理，半製品に加工され冷蔵・
冷凍保存される。最終商品は，アイスクリーム，
シロップ漬けなどは自社で加工するが，その他製
品の商品開発は東京のコンサル会社に，製造は品
目ごとに適した全国の食品メーカーに委託してい
る。これまでに400品目ほどの商品を開発，販売
している。
また，葉は自社工場で「びわ葉茶」の一次原料
に加工される。
（12） 当駅の従業員給与，びわ等の原料仕入れ，観光
事業の提携先への支払い，修繕費，消耗品費等の
支払金額を基に，平均消費性向，地方税の税率等
を設定して，消費支出額，税収額を試算した。
（13） 高速バスの路線は，「大多喜駅⇔東京駅」，「御
宿駅・勝浦駅⇔東京駅・品川駅・羽田空港」のルー
トで各路線とも1日6便程度運行している。
（14）「道の駅」に隣接して町のイノシシの解体処理
施設があり，年間200頭程度の処理を行っている。
千葉県内だけで年間約3万頭が捕獲される。しか
し，解体処理されるのは僅か300頭程度に過ぎず，
大多喜町での処理頭数が最も多い。最近のジビエ
ブームもあり，町ではイノシシ肉（料理）を新た
な特産品とすべく検討している。
（15）「道の駅・花の駅千曲川」のある飯山市は，か
つてのスキーリゾートからの転換を図るため，夏
季型のグリーンツーリズムや森林セラピーなど体
験型観光商品の開発に努めてきた。そして，北陸
新幹線および同線飯山駅の開業を機に市の観光振
興の窓口を一般社団法人信州いいやま観光局に一
本化し，「道の駅」の運営も同法人が行うことと
した。同法人は第二種旅行業の登録を行い，「飯
山旅々」という地域密着型のオリジナル旅行商品
を開発。現在（H29年10月），同商品は65プラ
ンを数えるが，いずれも地域の自然や暮らしを体
験できるもので，企画，運営に地域の人たちが多
く参加している。
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